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1. はじめにはじめにはじめにはじめに

沖縄県名護市以北の58号、国道331号及び県

道70号線等の道路沿いには地域固有の歴史

的・文化的資源が点在するとともに、やんばる

の森を背景に地域固有の自然資源が豊富です。

また、道路沿線は太平洋、東シナ海に面しエメ

ラルドグリーンの海、海岸線が織りなす景観や

自然公園などもあり、美しい自然景観に恵まれ

た地域でもあります。

2011年に沖縄県では3例目となる日本風景街

道（やんばる風景花街道）に名護市、大宜味村、

国頭村、東村を含むやんばるエリアが認定され

たことをきっかけに、名護市東海岸の久志地域

では区長をはじめ、地域の住民が主体となり、

喫緊の課題である少子高齢化・過疎化を解決

するひとつの手段として、やんばる地域固有の

自然資源、歴史的・文化的資源に磨きをかけ、

通過するだけの「みち」ではなく、「沖縄の花と

美」が体感できるあらたな観光イベントとして、

2013年より花をメインとした地域博覧会「フラ

ワーフェスティバル」が開催されることになりまし

た。

1. はじめにはじめにはじめにはじめに

沖縄県名護市以北の58号、国道331号及び県

道70号線等の道路沿いには地域固有の歴史
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自然公園などもあり、美しい自然景観に恵まれ
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道（やんばる風景花街道）に名護市、大宜味村、

国頭村、東村を含むやんばるエリアが認定され

たことをきっかけに、名護市東海岸の久志地域

では区長をはじめ、地域の住民が主体となり、

喫緊の課題である少子高齢化・過疎化を解決

するひとつの手段として、やんばる地域固有の

自然資源、歴史的・文化的資源に磨きをかけ、

通過するだけの「みち」ではなく、「沖縄の花と

美」が体感できるあらたな観光イベントとして、

2013年より花をメインとした地域博覧会「フラ

ワーフェスティバル」が開催されることになりまし

た。

2. 名護市久志地域（東海岸）の現況名護市久志地域（東海岸）の現況名護市久志地域（東海岸）の現況名護市久志地域（東海岸）の現況

1））））人口について人口について人口について人口について（（（（平成平成平成平成29年年年年3月月月月31日時点日時点日時点日時点））））

人口：人口：人口：人口：4444,,,,301301301301名名名名 高齢化率：高齢化率：高齢化率：高齢化率：26262626%%%% 久志久志久志久志・・・・豊原豊原豊原豊原・・・・辺野古を除く二見以北の高齢化率：辺野古を除く二見以北の高齢化率：辺野古を除く二見以北の高齢化率：辺野古を除く二見以北の高齢化率：34343434%%%%

久志地域全体の高齢化率は全国平均（2017年10月時点）の約28％と比べて高くありませんが、空き家も増えて

きており、人口の少ない二見以北と言われる地域の平均は約34％で、40％を超える集落が4つもあります。人口の

減少に伴い小学校の統廃合が行われ、かつては二見以北地域で4つの小学校がありましたが、現在は小中一貫

校一つにまとめられました。

2））））地域資源について地域資源について地域資源について地域資源について

（1）自然資源

・国指定の天然記念物 嘉陽層の褶曲

（3～4000万年前の地層がプレートの沈み込みに

よって折りたたまれたもの）

・ウミガメの産卵が行われる天然の砂浜

・推定数千年生きているとされる縄文アオサンゴ

・名護市指定の天然記念物 大浦のマングローブ

・各区に点在する樹齢200年を超えるガジュマル

（２）歴史・文化的資源

・各区の豊年祭、大綱引き、棒術、御願行事

・美ら島自然学校（ウミガメの飼育施設）

・久志の観音堂、金丸の泉、ハル石などの歴史的建造物

・二見情話、汀間当などの民謡（歌碑）

（３）産業など

・ウコン、カボチャ、サトウキビの拠点産地

・我那覇畜産のアグー豚、アグー交配豚の生産（養豚業）

・リゾートホテル、自然体験事業などの観光業

・交流拠点施設（わんさか大浦パーク）
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3. フラワーフェスティバルの実施主体・組織についてフラワーフェスティバルの実施主体・組織についてフラワーフェスティバルの実施主体・組織についてフラワーフェスティバルの実施主体・組織について

【実行委員】 名護市久志支部区長会（全13区・名護東海岸）、わんさか大浦パーク

名護市役所（久志支所）

【運営委員】 NPO法人 やんばる花街道観光協会、国際海洋環境情報センター

NPO法人 ツール・ド・沖縄協会、株式会社カヌチャベイリゾート

名護市学童野球監督会、デイサービス 二見の里、久志地域交流推進協議会

【協力団体】 一般財団法人 沖縄美ら島財団、花の里づくりの会

地域主体で始まったイベントでしたが、今では地域内外の協力体制が広がってきています。

4.イベントでイベントでイベントでイベントでの取組などの取組などの取組などの取組など

1））））花に関わるプログラム花に関わるプログラム花に関わるプログラム花に関わるプログラム

（1）オープンガーデン

毎年20軒程のお宅が解放され、来場者は個性豊かなお庭とガーデンオーナーさんとの交流を楽しんでいます。

（２）沿道の緑化と環境整備

各区長さんの働きもあり、イベントが浸透していくにつれて、多くの人が訪れ、見られるようになり、集落をもっと

きれいに維持したいという意識が地域の方に芽生え、環境美化に対する意識が年々上がってきています。

（３）地域内リゾートホテルの連動イベント

フラワーフェスティバル期間中、地域内のホテルでも連動イベントとして、ブーゲンビレアの温室で行うヨガなど、

花をテーマにしたプログラムが各種実施されています。

2）地域の資源を活用したプログラム）地域の資源を活用したプログラム）地域の資源を活用したプログラム）地域の資源を活用したプログラム

（１）自然体験

・カヤック、マングローブ散策（わんさか大浦パーク）

・SUP（kai）

・グラスボート(じゅごんの里)

・サイクリング（ツール・ド・おきなわ）

・トレッキング（久志地域交流推進協議会）

（２）文化・歴史体験

・すすきのほうきづくり（久志地域交流推進協議会）

・サンゴの学習会（じゅごんの里）

・ヘルシー料理教室（個人）

・絵画教室（個人）

・海の工作教室（GODAC）

・紅型染め体験（藤崎紅型工房）

（３）産業振興に関わるイベント

・やんばるカリー【嘉例】祭 （地域食材を使ったカレーグランプリ）

来場者約1,000名 出店者のほぼすべてが完売

・各区の野菜即売会 例年人気ですぐに完売

・地元産蜂蜜の販売

（４）過疎化対策に関わるイベント

・婚活イベント（Enmusubi in KanuchaResort）

（定員60名に対し、80名ほどの応募があり、参加者の約半数が地元住民か久志地域の勤務。

当日は9組18人のカップルが誕生）

久志エリアの地域博覧会として、花のイベントを中心に様々な分野の資源を活かした取組が行われています。昨年

は、過疎化対策としての婚活イベントや地産地消の促進を目的としたやんばるカリー祭を開催するなど、次々と地域

活性化を目的とするイベントが立ち上がり、地域が新たな挑戦をする良い機会となっております。



5.実施にかかる予算について実施にかかる予算について実施にかかる予算について実施にかかる予算について

名護市のふるさと納税制度を活用して全国に向けてクラウドファンディングを行い資金を集めています。

（行政区がプロジェクトを立ち上げるとふるさと納税でそのプロジェクトを支援出来る制度）

２０１７年度は集まった２１８万円の寄付金、イベント収入、企業からの協賛金を合わせた約３００万円でイベントを実施

しています。現在現在現在現在もクラウドファンディングを実施中もクラウドファンディングを実施中もクラウドファンディングを実施中もクラウドファンディングを実施中

6.地域へ地域へ地域へ地域への波及効果についての波及効果についての波及効果についての波及効果について

開催当初に比べ、イベントが定着してきたこと、来場者が年々増えてきていることもあり、地域内から当イベントに協

力をしてくれる企業、個人が増えてきております。また、このイベントを通して繋がった個人や企業との連携も生まれて

きており、地域内の異業種の事業者が連携して地域資源をプログラム化する動きも出てくるようになりました。

・地域外の団体や企業との連携 ・地域内での個人・企業の連携強化 ・新しい事業（プログラム）の挑戦

・地域おこしに繋がるイベントが増加 ・イベント期間外の再訪者の増加 ・集落内や沿道への美化意識向上

・屋部、羽地など市内の他地域でも花のイベントが開催

7.集客数集客数集客数集客数、、、、経済効果など経済効果など経済効果など経済効果など

昨年は本島内の公民館や観光協会にDMを送ったこともあり、イベントを通した入込数は約１万人に達していたと思

われます。（わんさか大浦パークレジ通過数を元にした主催者推計）また、メインイベントのオープンガーデンに関して

は、用意していたチケットが期間終了前に完売し、二度三度と来られる方も多いことから、のべ約3000人の来場者が

あったと思われます。

イベントの拠点となるわんさか大浦パークの開催期間中の来場者や売上も年を追うごとに増えてきており、3月単体

の集計で直営の売り上げは約350万円（前年比＋約50万円）、レジ通過数は9000名を超えることができました。（前年

比＋1000名、年間の一カ月平均は約6000名）

8.現状の現状の現状の現状の課題と今後の展望課題と今後の展望課題と今後の展望課題と今後の展望

認知度も高まり、年々来場者数も増えて来ていますが、訪問場所や経済的効果が表れているのはイベントに参加し

ている一部に限られおり、地域の共同売店や飲食店、観光事業にも経済効果を波及させるため、さらに地域事業者を

巻き込み、地域全体でイベントに取り組んで行きます。また、このイベントをきっかけに、年間を通して訪れてもらえる

ように地域一丸となって更なる資源の掘り起しを行います。北部3村の国立公園認定後、国内の注目度も増し、世界

遺産認定に向けて北部3村地域の観光受け入れ体制が整備される中、その入り口となる名護市も単なる玄関口、道と

して利用されるのではなく3村とも連携しながら観光需要を取り込んでいきたいと思います。特に東海岸は、今まで旅

行の第一目的となるコンテンツが少なかったですが、逆に開発されず、沖縄の原風景のような雰囲気を残した佇まい

を売りとして、新たな交流人口を増やし、最終的には定住者が増えるような取組に注力していきたいと思います。
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